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様式第３ 

会  議  録 

会   議   名 令和２年度第１回野田市障がい者基本計画推進協議会 

議題及び議題毎の

公開又は非公開の

別 

１ 第６期野田市障がい福祉計画及び第２期野田市障がい児福

祉計画の策定について（諮問）【公開】 

２ （仮称）野田市障がいのある人とない人との円滑な意思疎

通を推進する条例について【公開】 

３ 第３次野田市障がい者基本計画の進捗状況について 

【公開】 

４ 第５期野田市障がい福祉計画、第１期障がい児福祉計画の

進捗状況について【公開】 

日       時 
令和２年７月３日（金） 

午後１時 30 分から午後３時まで 

場       所 野田市役所高層棟８階 大会議室 

出 席 委 員 

会 長 渡辺 隆、新井 嘉代子、池田 実代、岩井 重子、

上木 昭、加藤 満子、清本 健二郎、熊沢 英也、栗山 潤

一、小林 修、逆井 一、鈴木 良造、髙峰 啓三、野村 祐

一、名代 千代子、松浦 雅子、渡辺 邦夫 

欠 席 委 員 副会長 谷口 勲、松本 良二 

事 務 局 等 

鈴木 有（市長）、今村 繁（副市長）、直井 誠（保健福祉

部長）、小林 智彦（障がい者支援課長）、伊原 誠宏（障が

い者支援課長補佐兼計画係長）、鈴木 孝（障がい者支援課副

主幹）、佐田 徹（障がい者支援課障がい者福祉係長）、  

優（障がい者支援課相談支援係長）、森本 晃司（障がい者支

援課計画係主査）、日下 水樹（障がい者支援課計画係主事）、

山﨑 淳美（障がい者支援課計画係主事） 

傍   聴   者 無し 

議   事 
令和２年度第１回野田市障がい者基本計画推進協議会の会議結

果（概要）は、次のとおりである。 

 

障がい者支援課長

補佐 

 
 

 

市長 

 

障がい者支援課長

補佐 

渡辺会長 

 

【開会】 

令和２年７月３日午後１時 30 分開会。事務局より新型コロナ

ウイルス感染症対策を説明後、会議録作成のため録音機を使用

することで了承を得る。 

配布資料の確認を実施する。 

 

＜市長挨拶＞ 

 

協議会設置条例第６条第１項により会長が議長を務めるとさ

れているため、議事の進行を渡辺会長に依頼する。 

 まず本日の出席状況について、委員定数 19 人のうち 17 人が

出席のため、協議会設置条例第６条第２項により本協議会が成 
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市長 

 

渡辺会長 

 

 

 

 
 

 

渡辺会長 
 

障がい者支援課長 

 

渡辺会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

障がい者支援課長 
 

渡辺会長 

岩井委員 

 

 

 

 

 

立していることを報告する。 

次に会議の公開について、本協議会は個人情報等の不開示情

報を取り扱うことがないため、原則公開となること及び本日の

傍聴希望がなかったことを報告する。 

 

【議題１ 第６期野田市障がい福祉計画及び第２期野田市障が

い児福祉計画の策定について（諮問）】 

 

議題１の第６期野田市障がい者福祉計画及び第２期野田市障

がい児福祉計画の策定について、市長から諮問を受ける。 

 

＜諮問書朗読＞ 

 

 第６期野田市障がい者福祉計画及び第２期野田市障がい児福

祉計画の策定について、市長から諮問を受ける。事務局は委員

に諮問書の写しを配付願う。ここで、市長は公務のため退席す

る。 

 

＜市長退席＞ 

 

事務局から本件について、説明を願う。 

 

＜資料に沿って説明＞ 

 

 ただ今の説明について何か質問はあるか。 

 

＝質問無し＝ 

 

 無いようであれば、事務局に計画策定の手続を進めていただ

くようお願いする。 

 

【議題２（仮称）野田市障がいのある人とない人との円滑な意

思疎通を推進する条例について】 

 

議題２（仮称）野田市障がいのある人とない人との円滑な意

思疎通を推進する条例について、事務局から説明を願う。 

 

＜資料に沿って説明＞ 

 

ただ今の説明について何か質問はあるか。 

条例の制定に向けて、各委員が持っている情報を出し合って、 

障がいのある人が生活しやすくなるような環境づくりを願いた

い。 

 ２ページの「障がいのある人」の定義について、中途障がい

の人も含まれるのか。また、障がい者手帳の交付を受けていな
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障がい者支援課長 

 

 

 

 

 
岩井委員 

 

障がい者支援課長 
 

上木委員 

 

障がい者支援課長 

 

鈴木委員 

 

障がい者支援課長 

渡辺会長 

 

 

 

 

 

 
 

障がい者支援課長

補佐 

渡辺会長 

上木委員 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

 

 

 

 

岩井委員 

い人や医療機関を受診していない人にも意思疎通支援を提供す

る必要があると思うが、その点はいかがか。 

 意思疎通支援について、各委員が持っている情報や必要な支

援の内容等は、団体ヒアリング等の場で是非意見を頂きたい。 

 「障がいのある人」の定義について、現在生活している中で

障壁がある人を対象と考えている。また、支援の方法について、

基幹相談支援センターや総合相談窓口等も活用して、支援を行

いたいと考えている。 

 もう１点、市民の声かけや見守りを推進して、障がいのある

人に対する差別を無くしていってほしいと要望する。 

 障がいの有無にかかわらず、生活で困っている人に寄り添っ

て支援を行いたいと考えている。 

例えば障がいのある人が道路を通行する際など、地域全体で

温かく見守ってほしいと思う。 

 当条例を制定することで、地域全体で支え合う社会を作る一

助にしたいと考えている。 

 障がいのある人に対する市の施策や取組について、自治会の

総会など地域の代表者が出席する場で伝えてほしい。 

 地域全体で支え合いができるよう、伝えたいと考えている。 

その他に質問はあるか。 

 

＝質問無し＝ 

 

無いようであれば、議題３について、事務局から説明を願う。 

 

【議題３ 第３次野田市障がい者基本計画の進捗状況について】 

 

＜資料に沿って説明＞ 

 

ただ今の説明について何か質問はあるか。 

５ページの通し番号 23 の「視覚障がい者のためのパソコン講

座開催」について、障がいのある人がスマートフォンやタブレ

ット端末を利用して情報を得るケースが増えてきている。その

ような情報機器の講座を開催する予定はないか。 

また、13 ページの通し番号 57 の「同行援護従事者養成研修」

について、取組のおかげで同行援護従事者が増加したので感謝

している。しかし、市内の視覚障がい者数を考慮すると従事者

数が足らないように思える。養成研修の継続を願いたい。 

視覚障がい者のためのパソコン講座について、生涯学習課が

取り組んでいる事業のため、生涯学習課に要望があったことを

伝える。 

同行援護従事者養成研修について、社会福祉協議会が取り組

んでいる事業のため、社会福祉協議会に要望があったことを伝

える。 

また、同行援護従事者の増加を検討するに当たって、東京オ
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障がい者支援課長 

 

鈴木委員 

 

 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

 

 

 

 

加藤委員 

 

障がい者支援課長 

 

 

 

 
 

 

渡辺会長 
 

障がい者支援課長

補佐 

渡辺会長 

加藤委員 

 

 

 

障がい者支援課長

補佐 

渡辺会長 

上木委員 

 

障がい者支援課長 

 

渡辺会長 

 

障がい者支援課長 

 

リンピック・パラリンピックのボランティア採用選考に合格し

た人を活用するのはいかがか。検討を願いたい。 

同行援護従事者養成研修の希望者の募集に当たって、様々な

方法があると思うので、社会福祉協議会へ伝える。 

 15 ページの通し番号 63 の「野田市喀痰吸引等研修（委託事

業）」の実施について、４施設４名の研修が修了したとあるが、

その４施設の名称を教えてほしい。 

 また、令和２年度取組予定に、あさひ育成園及びあおい空で

「重症心身障がいのある人又は医療的ケアの必要な人の受入れ

に努めます」とあるが、内容を具体的に教えてほしい。 

 施設名は、野田市立あおい空、野田市立あさひ育成園、ナー

シングピア船形及び野田芽吹学園の４施設である。 

 野田市立あおい空について、１週間で何日かといった形で医

療的ケアが必要な利用者の受入れを令和２年４月から開始して

いる。また、常勤の看護士を募集し、受入体制の準備をしてい

る。 

 大項目５にある相談支援事業について、市が相談支援事業所

に対してどのような支援を予定しているか伺いたい。 

 令和２年度から相談委託事業を開始している。また、相談支

援事業所に対して、相談支援給付費以外でも費用の支援をして

いきたいと考えている。 

 

【議題４ 第５期野田市障がい福祉計画、第１期障がい児福祉

計画の進捗状況について】 

 

議題４について、事務局から説明を願う。 

 

＜資料に沿って説明＞ 

 

ただ今の説明について何か質問や意見はあるか。 

 記載されている数値目標について、実際の利用実績を併記し

てほしい。例えば、18 ページ及び 19 ページにグループホーム

の定員状況が記載されているが、利用者数や空き状況を併記し

てほしい。 

 事業所ごとの数値を記載することは難しいため、グループホ

ーム全体の利用実績を記載するといった方法を検討したい。 

 その他に質問はあるか。 

 20 ページ及び 21 ページの市内指定特定相談支援事業所につ

いて、同行援護事業を行えないか検討してほしい。 

 同行援護サービスを利用するためのよりよい方法を検討した

い。 

 議事を終了する。 

 その他に事務局から連絡はあるか。 

 地域生活支援拠点が令和２年４月に開設された。令和元年度

まで野田市地域生活支援拠点等整備準備会を組織していたが、
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渡辺会長 

地域生活支援拠点の開設に伴って同準備会を解散し、野田市地

域生活支援拠点等運営会議を設置したい。野田市自立支援・障

がい者差別解消支援地域協議会の専門部会として設置を考えて

おり、同協議会の本会で諮りたい。 

 地域生活支援拠点について、今後も意見を寄せてほしい。 

 

【閉会】 

 

午後３時閉会を宣言する。 

以上 

 


